















































3 Budraß, L.［2006］, S.203. クナウプ［2011］は、日本への航空機生産技術導入にあ
たっての大学研究機関の重要性を指摘している。プラントゥルの空気力学上の功
績は研究史において高い評価を受けている。アンダーソン Jr.［2009］, 17, 327-339.
4 民間旅客機として改造・用途転回を行った機種も、ドイツ国内では破壊され
た。Grosz/Schmeelke［2006］, S.89. ヴェルサイユ条約発効（1920 年 1 月 10 日）
で戦勝国に引き渡されるか破壊された航空機は、研究書により若干の違いはあ
るが、約 15000 機、航空機エンジンは約 28000 基であった。しかし、この現実
を踏まえて、ゼークトは「武器は死んでいない、その精神は生きている」と訓
示した。Völker［1962］, S.128.




















7 1924 年 1 月のイタリアの会社とドルニエとのライセンス契約によれば、Marina 





料は 7.5％であった。契約期間 5 年で、31 年 6 月にはさらに 5 年間の契約延長が
行われた。30 年 7 月 18 日の契約によれば、この間に会社名は Firma Construzioni 







止した。Lizenzvertrag vom 10. Januar 1924 u. 17. Juni 1931, Vertrag vom 18. 7. 1930, 











8 Budraß, L.［2006］, S.207.　ただし、ドルニエと川崎との契約締結までには時
間を要し、1924 年 2 月 6 日（契約書日付）であった。永岑［2016a］、79 ペー
ジ。パウア ［ー1990］, S.200 は、契約締結を 23 年としているが、その証拠とな
る文書は Dornier-Post であり、Nr.3/1973 としている。しかし、Dornier-Post は戦
時中の社内雑誌であり、戦後 20 年近くたった 1973 年ということはありえない。
Dornier-Post, Nr.1 は 1935 年 10・11 月号である。Nr.3 は 36 年 2・3 月号である。















10 Völker［1962］, S.152ff.; Irving［2007］, S.30-40. 元海軍パイロット・ザクセンベル
クがユンカースに提案し、ロイド東方航空有限会社（Lloyd-Ostflug-GmbH）が設




































BMW には航空機エンジンの開発が発注された。Völker［1962］, S.132. ハインケ
ルは、1926 年以降、海軍の訓練機 H 22, He 24、偵察機 He 5, He 9、最初の海上
単座戦闘機 He 38（陸上戦闘機としても代替可能）を秘密のうちに開発した。ハ
インケルはまた海軍のためのカタパルト機開発でも「傑出」していた。He 60 は
カタパルト発射機として設計され、海上戦闘機 H 38 も甲板上発進の設計であっ
た。 Ibid., S.156f. 




















16 Möglichkeit der Verwendung des Flugzeuges im Kriege, Dessau, 14. XII 21, in: 
DMA, JA 0302 T04, M03; Schreiben Offerman an Junkers-Flugzeugwerk A.-G.（Jfa） 
betr. Besprechung mit Hauptmann Student und Major Wagenführ über Kriegsflugzeuge, 
Dez 1921, in:  ibid. ,  M04 ;  Betrachtungen über die Notwendigkeit  engster 
Arbeitsgemeinschaft zwischen Technik und Wehrmacht bei der Schaffung moderner 





たく別物であることも、明確に認識されていた。Denkschrift Spalecks vom 12. 8. 
23, in: ibid. この認識こそがソ連がドイツの航空機の入手を急ぐ要因であった。
Ibid., S.3.　

























ツ、教育、訓練用複座機」の開発企業であった。Cf. Fcoke-Wulf Flugzeugbau A.-G, 
Meldung vom 6. 9. 32, ‘Focke-Wurf L 101 und W 102. Zweisitzige Sport-, Schul-, und 
























































レクザンダ ・ーリッピッヒも属した。Budraß, L.［2006］, S.204f. しかし、ロールバッ
ハとドルニエは相互に競争的対立的になり、前者は戦時中にフリードリッヒスハー
フェンからベルリン近郊シュターケン工場に「追放」された。Ibid., S.209.





25 1921 年春にシンツィンガー・ハック（Schinzinger, Hack & Co.）を通して接触
があり、ライマース社（Otto Reimers & Co.）と連携して、22 年末に 2 機の F 13
を売るという実績しかなかった。Übersicht über die Entwicklung der Beziehungen 
zu Japan, S. ２, in: DMA, JA 0705 T04.
26 郷田［1978］、13 ページ。
27 荒井［2008］、5－6ページ。「日本軍の山東半島上陸作戦は 9月2日に始まったが、
早くも 9 月 5 日、海軍機 3 機による青島市街爆撃が行われた。海軍は水上機母艦
若宮丸および飛行機 4 機（モーリス・ファルマン式）を出動させていたが、日本軍
機による史上最初の空爆は、これら海軍機により行われた」と。また、この後、「陸





























































32 同 I、95 ページ、III、205 ページ。
33 同 II、240 ページ。
34 同 III、205 ページ。
35 同 II、303 ページ。なお、本稿で明らかにするユンカースと三菱のライセン
ス契約の成り立ちの歴史からして、また、G 38（機種ないし型）とエンジン（L8a
ないし L88a）とは違っていることからしても（Cf. Junkers G 38. Vor 50 Jahren: 





































40 Schriftwechsel und Aktennotizien betr. Einrichtung eines Luftverkehrs in Japan mit 


















　１． Gadelius & Co., Stockholm. 
　　　 21年4月　航空機に関する問い合わせ。われわれは交渉を進めるこ
とができなかった。 
　２． Ing. Albert Schäfer, Hannover. （Fa. Trading & Co., Tokyo）
　　　21年4月　交渉なし。
　３．Dr. Ing. Heim, Frankfurt/M. 
　　　 20年11月　東京の商会Kuwayjama（ﾏﾏ） & Co.のための飛行機に関
する問い合わせ。
　４．Bremer-Kolonial- und Handelsgesellschaft, Bremen.
　　　 20年11月　航空機に関する問い合わせ。我々は交渉を進めること
ができなかった。すでに別方面で確定されたから。 
　５．Handelsgesellschaft für Technik & Chemie, Berlin.
　　　 20年11月　日本のための代理はまだ空いているかどうかの問い合
41 Schreiben der Junkers-Flugzeugwerk A.G an die Privat-Sekretariat Prof. Junkers 





　６．Illies & Co., Hamburg.
　　　 20年11月　航空機に関する問い合わせ。東京に自社支店。三菱と
一緒に友好的に仕事。しかし、三井（Mitsui & Co.）と高田（Takata 




Illies & Co.は日本におけるユンカース社の代理店である。 



































43 9 月末、フランスを去り、約一か月半の英本国視察後、11 月下旬にベルリン
到着。ハインケル飛行機会社、ミュンヘンの BMW 発動機会社、その後デッサ
ウのユンカース社を視察している。フーゴーにも面接し、質疑応答で「博士の態

























































　　Takata & Co. Tokyo 








　　Reimers & Co. Hamburg
　　　　 1919年9月　3－4人の日本人委員会（名前不詳）来訪。飛行機の
引き取り。
　　Mitsui & Co., Hamburg






ていた。Sander-Nagashima［2006］, p.44. ザンダー = ナガシマ［2008］、240 ページ。
48 Verzeichnis der in Dessau gewesenen Japaner und deren Beziehungen zu unseren 







21 年 1 月 10 日 少佐 Hagshi（ﾏﾏ）、
大尉 Seto















21 年 9 月 29 日 大佐 Kitagawa
大尉 Makino
22 年 3 月 29 日 予告なしの来訪 海軍大佐 Nishie
 　　　　 Koboajashi（ﾏﾏ
 　　　　 Kobayashi か）
 　　　　 Tukui　 
受け入れず。研究所の
指導的幹部が不在のため。
22 年 7 月 26 日 技師 Nishie
教授 Kobayashi
博士 Junichi Obata
22 年 10 月 12 日 海軍大佐 Araki
 　同　Takahara
（フロートの引取）















49 Schreiben von Konsul A. Schinzinger und Dr. F. W. Hack an die Junkers-Werke A. G., 





























50 Niederschrift einer Besprechung zwischen Oberleutnant Seitz, Offermann und Müller 






















































52 Schreiben an die Junkers-Werke. Betr.: Flugzeug nach Japan, in: ibid. ハックの親日
家ぶりは相当なものだったようである。中田［2015］。ただし、このタイトル自
体は過大表現。
53 Schreiben an die Junkers-Werke. Betr.: Flugzeug nach Japan, in: DMA, JA 0705 T02. 
「我々の努力に対する何らかの成果がない限り、すべての可能なデータなどを日
本人に引き渡す気はもうない」とも。Schreiben vom Junkers-Werke Hauptbüro an 
die Junkers-Flugzeugwerk A.-G. vom 11. Februar 1922, in: ibid.
54 Schreiben an die Junkers-Werke, Abt. PV vom 29. März 1922, in: DMA, JA 0705 
T02. この文書によれば、Nishie, Koboayaski（ﾏﾏ、正しくは Kobayashi であろう）, 




























55 Schreiben von Konsul A. Schinzinger und Dr. F. W. Hack an die Junkers-Werke, den 



























57 Schreiben von der Junkers-Werke Hauptbüro an die Junkers-Flugzeugwerk A.G., Betr. 
Verwertung Japan, vom 28. Sept. 22; Schreiben von der Junkers-Flugzeugwerke an die 
Junkers-Werke Hauptbüro, Abtlg. P.V. vom 3. Oktober 1922, in: DMA, JA 0705 T02. 
58 Schreiben von Konsul A. Schinzinger undDr. R. W. Hack an Junkers Flugzeugwerk 
am 26. September 1922, in: DMA, JA 0705 T02.
59 Schreiben der Junkers-Flugzeugwerke A. G. an die Firma Junkers-Werke Hauptbüro 



























61 Schreiben von Konsul A. Schinzinger und Dr. F. W. Hack an die Junkers-
Flugzeugwerk A. G. am 1. Februar 1923, in: DMA, JA 0705 T02.
62 Verband Deutscher Luftfahrzeug-Industrieller. E. V, Mitglieder-Rundschreiben Nr. 
10/24, in: DMA, JA 0705 T02. 第二節は「外国製エンジン」であり、フランクフ
ルトの業者（J.Adler 社）がフランス製エンジン（1000 台の Gnome エンジン、




























































63 Auszug aus Brief von Fa. Otto Reimers & Co., Hamburg, vom 4. Januar 1926, in: 
DMA, JA 0705 T03.
64 Schreiben von Otto Reimers & Co. Tokyo an Direktor Erich Pfeifer am 30. Januar 

























65 Schreiben von Junkers-Werke Hauptbür an Otto Reimers & Co., Hamburg am 14. 
Oktober 1926, in: DMA, JA 0705 T03.
66 Schreiben vom Kais. Japanischen Generalkonsulat an Professor Junkers vom 30. Juli 
1926, in: DMA, JA 0705 T03.　が、二人の間には力量・人的関係で大きな差があっ
たものと思われる。
67 Schreiben an Firma Schinzinger Hack & Co., Berlin vom 18. September 1926, in: 
DMA, JA 0705 T03 

























69 三 菱 重 工 業 の「 沿 革 」（http://www.mhi.co.jp/company/outline/contents/history.
html）によれば、三菱造船株式会社から 1920 年に三菱内燃機製造会社が創られ、





70 Schreiben von Otto Reimers & Co. an Junkers-flugzeugwerk A. G. Abtl. Vertrieb, 




























71 Schreiben von Otto Reimers & Co. an Junkers-Flugzeugwerk A. G. vom 20. Juli 













れを約束し、宣伝用材料を両者に渡した。価格については、F 13、W 33、W 












72 Akten-Notiz am 24. Mai 1927. Betr: Besuch des japanischen Capitäns Ichikawa, in: 
DMA, JA 0705 T03.
73 Aktennotiz vom 30. August 1927. Betr.: Japan.-Bestellung bei Dornier, in: DMA, JA 
0705 T03. 
74 Aktenvermerk vom 5. 11. 1927. Betr.: Reimers-Besprechung am Dienstag, den 1. 





























75 Nachfolgestaaten. 第一次世界大戦後旧オーストリア－ = ハンガリー帝国解体
後に生じた諸国。
76 1927 年の日独通商条約に関しては、工藤［2008b］参照。






























78 Schreiben von Prof. v. Kármán an Junkers-Werke, Abteilung Vertrieb und Luftverkehr 
vom 4. 1. 1928, in: DMA, JA 0705 T04.
























80 次の極秘文書（所蔵図書館の推定では 1925 年のドイツ外務省の文書であ
り、内容と引用されている諸文書からしてこの推定は妥当であろう）、Kurze 






程での航空機企業との関係については、Budraß［1998］, S. 21-291, Maier［2007］
など重要な先行研究がある。
82 Bericht für Prof. Junkers. Übersicht über die Entwicklung der Beziehungen zu Japan, 

























































84 史料中、中尉（Oberleutnant）となっている。在任期間 1927 年 3 月 5 日―29
年 7 月 31 日。前掲『日本陸海軍の制度・組織・人事』、200 ページ。だだし、
ここでは少将となっているが、昇進最後の階級を示していると思われる。
85 Schreiben von Reimers & Co. an Junkers-Flugzeugwerk A.G. vom 11. Januar 1928, 






















86 Notizen über Besprechung am 16. Februar 1928, in: DMA, JA 0301 T22, M09. （た
だその日本側における経過の実証的解明は今後の課題である）。　
87 Grosz/Schmeelke［2006］, S.95, 110..




年 4 月 14 日のドイツ政府宛通達）があった。武装ないし装甲の航空機はいかな
る形態でも、改めて禁止された。「概念規定」の最終的解除は 26 年のパリ航空






















89 Schreiben vonSeitz（Büro Berlin） an Prof. Junkers betr. Besuch Ratmanoff 
（Information über Verhandlung einer russ. Delegation mit Rohrbach, Sablatnig und der 
DLR über Bau einer Fabrik für Duralmin, Metallflugzeugen, Motoren usw. In Moskau）, 
in: DMA, JA 0501 T06 M22.
90 Budraß, L.［1998］, S.131.　日本導入後、イギリス、トルコが、そして 1926 年
1 月にはルフトハンザがロールバッハの飛行艇を導入した。27 年に製造された




「事実、イギリス人は 30 年代まで複葉機を優先した」と。Wagner［1991］, S.15.
91 Notizen über Besprechung am 16. Februar 1928, in: DMA, JA 0301 T22, M09.



















93 Niederschrift über die Besprechung am 24. November 1928; Zusammenstellung 
der Möglichkeiten, aus der gegenwärtigen schwierigen Geldlage der Jumo bezw. Des 
Konyerns herausgekommen am 4. Dez. 1928; Aktennotiz. Betreffend Umgründung der 
Junkers Werke vom 4. Dez. 1928, in: DMA, JA 0301 T22 M51. 
94 この時点では金融問題解決策の二つの可能性として、「さらなるライセンス
契約の締結」が真っ先に挙げられていた。そこではシュコダ、ヴィッカース等
との交渉が問題になっていた。Notizen über die Besprechung v. 29. 11. 1928, in: 
DMA, JA 0301 T22 M51. ユンカースは、ハインケルなど他社の外国とのライセ




測は「妥当」だとみていた。Aktenvermerk vom 18. 1. 1929. Betr. Lizenzfragen, in: 
DMA, JA 0301 T23 M02. 





























































99 空爆禁止と航空機数の制限とは 1932 － 4 年のジュネーヴ軍縮会議の重要テー
マであった。しかし軍用航空機に関しては、ヴェルサイユの制約下でドイツに


























　　a.)  民間航空機（Verkehrsflugzeuge）： F 13陸上・水上（6座席キャビン）、
A 35陸上・水上（複座）、W 33/34 陸上・水上(複座)、T 26 陸上（学
校用）、K 16 陸上（3座キャビンと撮影）、G 24 陸上・水上（11
座席キャビン）、G 31 陸上（18座席キャビン）、J 32 陸上（3座）
　　b.)  軍用機（Kriegsflugzeuge）：K 43/45/53 陸上・水上（複座、偵察
と攻撃）、K 39 陸上（3座、攻撃）、K 37 陸上（双発、3座、高出力、
攻撃と偵察）、K 30 陸上・水上（3発、重攻撃と爆弾投下装置）
103 Schreiben von Otto Reimers & Co. an Junkers-Werke vom 13. April 1928. Betr.: 
Lizenz für Japan, in: DMA, JA 0705 T04. この場で開発段階をどのように説明した
かについては、史料が見つかっていない。




























































106 Schreiben von Otto Reimers & Co. an Junkers-Werke vom 16. April 1928. Betr.: 























107 Schreiben von Otto Reimers & Co. an Junkers-Werke vom vom 27. April 1928, in: 
DMA, JA 0705 T04. 中島においても民間機がいかにマイナーな位置に置かれてい
たかは、佐藤［2016］「付表 1-1　中島飛行機の開発・生産機種（模倣期）」参照。
108 Schreiben Kármáns an Dr. Ing. Ringwald, Junkers-Werke, Dessau vom 3. 7. 1928; 
Aktennotiz für Professor Junkers am 5. Juli 1928,an in: DMA, JA 0705 T05. 川西はユ
ンカースの最新の航空機エンジンにも関心を示し、そのデータも希望していた。
Schreiben von Dipl. Ing. Erich Kayser, Kawanishi Kikai Seisakusho am 22. 7. 27, in: 
DMA, JA 0705 T03.　 
109 Bemerkungen über die Lage der Flugtechnik in Japan mit  besonderer 

























































































る会社との判断を下していた。Aktennotiz vom 19. April 1928. Betr. Schinzinger, 
Hack & Co., Berlin, in: DMA JA 0705 T05. カウマンは中国への売り込みも担当
のうちであった。Schreiben Kaumanns an die Junkers-Werke Hauptbüro vom 16. 9. 
29, in: DMA, JA 0705 T07. なお、中国市場でも機種問題では、爆撃機に大きな
関心があった。例えば、29 年 4 月の文書を見ると、ユンカース社は南京の仲介
者に対して、各種爆撃機とそのエンジンに関して詳しいデータを送っている。


























113 Junkers-Nachrichtendienst - Dessau-Ziebigk, Meldung vom 26. 11. 28, ‘Junkers in 
Japan＇, in: DMA, JA 0705 T05. 交渉はユンカースのサイドでは東アジア担当全権
のカウマン博士によって進められた。日本でのユンカース航空機会社（Junkers-
Flugzeugwerke）の代理店 Fokkes & Koch 社がカウマン博士に協力した。
114 Ibid.
115 Schreiben von Fokkes & Koch, Tokyo, am 27. Sept. 1928, in: DMA, JA 0707, T05.
　これは、これまでユンカース社の販売代理をしていた Otto Reimers 社の共同所




























116 Aktenvermerk von 18. 7. 28, in: DMA, JA 0705, T05. 


























会社（デッサウ）とスウェーデン・リムハムの子会社（A. B. Flygindustri, 
Limhamn）で製造され、ないしはそこで開発途上にある機種の製造と販売の
ためのライセンスを提供する、としている。そして、具体的機種名を民間機
と軍用機に分けて列挙している。すなわち、a. 民間機（Zivilflugzeuge）： F 13, 
A 35, W 33, W 34, G 24, I 32, G 31, J 38、b. 軍用機（Militärflugzeuge）： K 43, 
























それに対し、市民戦争で使われた急降下爆撃機 Stuka は 34 年 3 月 31 日から 38 年
3 月 31 日までの空軍拡大計画のなかで、34 年に設計計画に入れられたユンカース




121 Abkommen abgeschlossen am zwanzigsten September eintausendneuinhundertundac
htundzwanzig zwischen MITSUBISHI KOKUKI KABUSHIKI KAISHA in Tokyo （ im 
folgenden “Mitsubishi” genannt） einerseits und Professor Dr. HUGO JUNKERS aus Dessau, 
Deutschland, durch seinen gehörig bevollmächtigtenVertreter Dr. Gottfried Kaumann （ im 
folgenden „Junkers“ genannt） andererseits, Artikel I, in : DMA. JA 0705 T05.



































123 B. V. Fiala-Fernbrugg, Bericht Nr. 3. Flugzeug- und Motorenbau in Japan, 15. 4. 




















































































スの全機種に活発な関心を示した。彼らが特に関心を示したのは、 K 47, J 

































125 Bericht über den Besuch einer japanischen Marine-Kommission am 18. 6. 1929, in: 
DMA, JA 0705 T07. この文書によれば委員会メンバーは Y. Tanaka 海軍大佐、F. 



























128 Ibid., S.4. 最後に、日本の食糧にとっての日本の漁業の重要性についての会談




129 Schreiben an den Kaiserlich Japanischen Militär-Attaché; General Omura vom 29. 6. 





















に関して、三菱はこのころJ 51（K 38）用には4基のL 88を取り付けられ
るようにしなければならないという態度になっていた。さらに、軍用機と
しての装備に関する特別の要望も出されたが、それはユンカースの提案と
130 Niederschrift über die Besprechungen betreffend militärische einrichtung und 
ausstattung J 38/51, Nagoya, 28./30. 8. 1929; Schreiben Kaumanns an die Junkers-
Flugzeugwerk A/-G. Direktion vom 31. 8. 29; Nachschrift Kaumanns an Ifa vom 31. 8. 
/ 5. 9. 29, in: DMA, JA 0705 T07. 三菱との交渉で出てきた具体的問題（特別の要
望にもとづく設計変更問題等とそれらを踏まえたコスト）については、数か月









































Dr. Junzo Sakohなる人物がドイツ航空試験所のカム博士（Dr. Kamm von 




















を「一定の方向に向けさせる」ように計らった。Schreiben Kaumanns an Junkers 
Flugzeugwer A.-G. Bericht 6 vom 17. – 20. 9. 29, in: DMA, JA 0705 T07, S.3. 海軍の 
K 47 への関心についても言及がある。Ibid., S.6f. 


























135 Schreiben von Dr. Körner, Junkers.Hauptbüro, an Prof. v. Karman, 13. August 1929; 
Telegramm an Kayser vom 13. 8. 29, in: DMA, JA 0705 T07. 
136 Notiz vom 21. Okt. 1929, in: DMA, JA 0705 T07.
137 Schreiben Hauptbüros an Kaumann vom 12. 11. 1929, in: ibid. 大使館付陸軍武官
中佐 Cawabe（河辺正三・・・日本近代史料研究会編（1971）、200 ページ）、陸
































140 Wagner［1996］, S.302f. G 38 の軍用機タイプ K 51 がユンカース社の標記で





















141 Budraß, L.［2006］, S.217. 事実、ユンカース文書には自社特許に対するロー
ルバッハからのが次から次への多数の訴えがあったことが示されている。DMA, 






討されていたくらいである。Ibid., M 17, M18, M19, M20, M21. 激しい競争がも
たらす開発の進捗と特許紛争がもたらす阻害とが、総合的に見てブドラスのよ
うなマイナスの評価でいいかは検討の余地がある。 
142 Budraß, L.［2006］, S.217.
143 Wolf（Patentabteilung）, betr. Patenttopf usw. 06-04-1932, in: DMA, JA 0502 T07 
M28.






























145 Aktennotiz. Betrifft: Flugzeug-Lizenz-Besprechung am 23. Januar 1929, in: DMA, 


























































149 Aktennotiz betr. Lizenz-Situation-Flugzeugbau vom 8. 8. 1929, in: DMA, JA 0301 
T24 M03.
150 Beitrag zur Vorbereitung der Besprechung Professor Junkers – Schacht, 23. 11. 1929, 






















































































152 Die Wirtschaftlichkeit der Forschung, in: DMA, JA 0301 T24 M35. この資料によ
れば、締結に至ったプジョーとのライセンス契約で、自動車エンジンでの対価は、
次のようであった。手付金は 140 万ライヒスマルクであった。個数あたりのラ
イセンス料は、売り上げ 100 万台までがライセンス料金 10％、200 万台までが
8％、300 万台までが 7％、400 万台までが 6％、1000 万台までが 5％、1500 万
台までが 4％、1500 万台以上が 3％。さらにユンカースの安全のために、特別
の年額最低ライセンス料が定められた。1 年度 RM0, 2 年度 5 万 RM、3 年度 10
万 RM、4 年度 20 万 RM、5 年度 25 万 RM、6 年度から 40 万 RM。アメリカ、
イギリス等からのライセンス交渉の記述は省略して、日本について述べている
ところを見ると、日本の大きなコンツェルン三菱との一年前の多数の民間機軍
用機の契約締結で、手付金として約 4 分の 3 百万マルクがもたらされたとして
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